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ABSTRACT

K-carrageenanisasulfatepolysaccharidesextractedfromredseaweed.Theaqueoussolutionsof

K-carrageenansshowthermoreversiblesol-geltransitioninappropriateconditions.Lowering

temperatureandaddedsaltsaremainfactorscontributingtothegelation.Inthisworktheroleof

;i;-;*,ntUnlnrnnAitt。r。tir。nfoalntinnnhilitvhp.twp.pMcationsinthegelationhasbeeninvestigatedutilizingthelargedifferenceofgelationabilitybetween

K*andNa+.Thesol-geltransitiontemperaturesofK-carrageenanaqueoussolutionswereobservedby

usingthemixtureofNaClandKClasaddedsalts.Theresultsweresuccessfullysummarizedintothe

phasediagramofthegelationtemperaturesontotalsaltconcentrationandthecomposition.Itbecame

clearer♪蝣omthephasediagramthatK*isessentialforthegelation,whichseemstoplayaroleof

cross-linkeramongthedoublehelicesofK-carrageenan.Theexistenceoftheaggregatesingelwas

confirmedbymeansofsmallangleX-rayscattering.

ifedilEli」
K-carrageenanは構造中に硫酸基を保有する電解質多糖・カラギナンの一種であるo生体に無害であ

り、水溶液中でゲル化することから食品、化粧品の増粘安定剤として広く用いられているOこのゲル

化に関してはすでに多くの研究が行われておりさまざまな知見がえられているoゲル化は、熱可逆的

で、共存する金属カチオンの濃度と種類に大きく依存する。K十とCa2+が共存すると前者では、いわ

ゆる強いゲルが、後者は弱いゲルを得る。同じ一価のカチオンでもLi十、Na+,K十の順にゲル化能が

大きくなる違いがある。しかしながら、ゲル化におけるイオン種の影響の詳細は明らかになされてい

ない。そこで、本研究では、Na十とK十にゲル化能の大きな差があることを利用して、K」~のゲル構造

形成における役割を検討することを目的とした。

一年間の研究内容と成果

添加塩(NaClとKCl)の混合比率を変えたカラギナン水溶液を調製し・添加塩濃度とK+濃度に関

するゲル化温度の相図を作成した。この相図を基に小角Ⅹ線散乱法とK十の活量測定を行い、ゾルーゲ

ル転移における構造変化とK十の分布についての知見を得たoK+の共存下で、ゾル状態の溶液の温度

を下げるとカラギナン鎖の2重螺旋形成とそれらの会合が促進され、ゲル化に至ることが明らかにな

った。K十のゲル化における役割は、二重螺旋の会合を促し、架橋ドメインを形成することにあるoNa

十は2重螺旋への構造転移を引き起こすが二重螺旋間の会合を促進しないと推測される。K+によるゲ

ルは、高濃度のNa+存在下で得られるゲルとは異なる構造を持つと考えられるo

展望

溶液中における生体高分子の機能発現には、共存する金屑イオンの種類と量が大きく影響するoし

かしながら、特定の金属イオンが機能発現を促す理由についての統一的な考え方は未だに明確とはな

っていない。我々は、多糖類水溶液のゲル化機能について金属イオンの影響の系統立てた研究を開始

し、上述のような結果を得た。現在、NaClをLiClに変えて同様な実験を行いつつあるが、その中で、

Li十が示す特異性を相図の中に新たに兄いだしつつあるoこれらは、金属イオンが生体高分子の機能発

現に与える影響について、新たな視点からの検討できる可能性を強く示唆するものであるoこの研究

の遂行により、天然高分子材料の新たな機能発現やその制御を目指したいと考えているo
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